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GAPとは

GAPは、Good Agricultural Practicesの頭文字をとった言
葉で、直訳すると「よい農業の実践」という意味で、
「人（消費者、生産者）と環境に優しい持続可能な農業」を
目指した取り組みです。

生産者にとってGAPは、有機農産物のように農産物そのもの
に価値を付けるものでなく、食品安全、環境保全、労働安全
等の多面的な視点から、農業生産活動に潜むリスクを見える
化し、それを改善する生産工程管理の取り組みです。

農業生産活動に潜むリスクを
未然に防ぐ もしくは 減らす

農産物の安全 環境の保全 農業者の安全

３つの視点 安定した
農業経営の実現



「GAPに取り組むこと」と「GAP認証」
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GAP 行為
行っている農業の行為が適正であること、
およびその行為

GAP規範 根拠
適切な農業の行為の基本的な考え方、実施のた
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GAP基準 尺度
適正な農業の行為で求められる基準としてまと
められたもので、生産者を評価する
「物差し」

GAP認証 保証
適正な農業生産を実践していることを、
第3者が審査して認証・保証する制度

GAPには、「GAPに取り組む」こととGAPの取組みを客観
的に第三者に評価してもらう「GAP認証をとる」の2つの段
階があります。



ＧＡＰ認証の種類
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いしかわ
ＧＡＰ

ＪＧＡＰ

ＡＳＩＡ
ＧＡＰ

ＧＬＯＢ
ＡＬ

Ｇ.Ａ.Ｐ.

①食品安全

②環境保全

③労働安全

⑤人権保護

④農場経営管理

⑥商品回収テストの実施
資材仕入れ先の評価等

〈約50項目〉

〈約120項目〉

〈約160項目〉

〈約220項目〉

＜いしかわＧＡＰの特徴＞
初心者でも取り組みやすいよう
基本的な項目だけで構成されて
いる



石川県におけるＧＡＰ推進の取組

いしかわＧＡＰ認証制度

・平成30年8月に創設
・ＧＡＰ実践を促し、産地や経営の改善につなげる

平成２９年４月 石川県ＧＡＰ推進協議会設立

ＧＡＰ指導員の育成

農家への普及啓発

・県普及指導員、ＪＡ営農指導員を対象にGAP指導員を育成
・県農林総合事務所とＪＡにGAP指導員を配置し、
県内のどの産地でも迅速に相談対応が可能

・個別相談によるGAP指導
・GAPを正しく理解するための講演会
・GAPを具体的に現場で学ぶモデル産地での農場評価会


